障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修「設置者・管理者コース」

設置者・管理者コース演習１　ワークシート１　事前課題：虐待防止チェックリスト

設置者・管理者として自己チェックをしてください

	
	○：はい　×：いいえ　で答える　設問によっては　△：不十分　で答えてもよい

	
	＜事業所としての理念＞

	1
	理念がわかりやすく明確である
	○
	×
	△

	2
	事業所の理念の共有と周知がされている
	○
	×
	△

	3
	倫理綱領や行動規範はある
	○
	×
	△

	4
	倫理綱領、行動規範について職員への周知ができている
	○
	×
	△

	
	＜虐待防止の組織づくり＞

	5
	早期発見の取り組みがある
	○
	×
	△

	6
	不適切な対応への取り組みがある
	○
	×
	△

	7
	事業所への家族の訪問がある
	○
	×
	△

	8
	関係機関等の訪問がある
	○
	×
	△

	9
	市民（地域住民）の訪問がある
	○
	×
	△

	10
	ボランティアや実習生など受け入れがある
	○
	×
	△

	11
	虐待防止、権利擁護に関する委員会を設置している
	○
	×
	△

	12
	虐待防止、権利擁護に関する担当者（虐待防止マネージャーなど）を選任している
	○
	×
	△

	13
	虐待防止マニュアルやチェックリストを作成し、職員に周知している
	○
	×
	△

	
	<苦情解決制度>

	14
	　苦情対応マニュアルを作成し、職員に周知している
	○
	×
	△

	15
	　苦情相談窓口を設置し、利用者にわかりやすく案内している
	○
	×
	△

	16
	　苦情処理が適正に行われている
	○
	×
	△

	17
	　支援内容に踏み込んだ監事監査が行われている
	○
	×
	△

	18
	オンブズパーソンの受け入れを定期的にしている
	○
	×
	△

	
	<虐待防止の取り組み>

	19
	　事業所内での事例検討が行われている
	○
	×
	△

	20
	　虐待防止、権利擁護の研修及び学習が行われている
	○
	×
	△

	21
	　利用者のセルフ・アドボカシーの取り組みがある
	○
	×
	△

	22
	　家族との連携を図っている
	○
	×
	△

	23
	　地域との連携を図っている
	○
	×
	△

	24
	　事業所の情報を一般に公開している
	○
	×
	△

	25
	　第三者評価を実施している
	○
	×
	△

	
	<研修及び学習>

	26
	　年間研修計画を策定している
	○
	×
	△

	27
	　研修内容の充実を図っている
	○
	×
	△

	28
	　支援スキル向上の効果はある
	○
	×
	△

	29
	　事例検討を行っている
	○
	×
	△

	30
	　支援のスーパーバイズ体制がある
	○
	×
	△

	
	<利用者への支援>

	31
	利用者のエンパワメントを高める支援がある
	○
	×
	△

	32
	利用者の自治活動を支援している
	○
	×
	△

	33
	利用者の本人活動（当事者活動）を支援している
	○
	×
	△

	34
	自己決定に向けての支援をしている
	○
	×
	△

	35
	個別支援計画に利用者中心の視点がある
	○
	×
	△

	36
	個別支援計画にケアマネジメントの手法を用いている
	○
	×
	△

	
	<従業者への支援>

	37
	相談できる体制が確保されているか
	○
	×
	△

	38
	メンタルケアについて専門機関と連携しているか
	○
	×
	△

	39
	ヒヤリ・ハットを作成し、報告と共有が図られている
	○
	×
	△

	40
	ヒヤリ・ハットが提出しやすい環境になっている
	○
	×
	△

	41
	事故報告と共有が図られているか
	○
	×
	△

	42
	安全衛生推進者を配置しているか
	○
	×
	△

	43
	施設内で虐待が起こった場合の対応方法を職員に周知している
	○
	×
	△

	44
	施設内で虐待が起こった場合の再発防止策を職員に示している
	○
	×
	△

	
	<身体拘束>

	45
	身体拘束をすることがある
	○
	×
	△

	46
	身体拘束の廃止に向けて取り組んでいる
	○
	×
	△

	47
	切迫性、非代替性、一時性の３要件が守られているか
	○
	×
	△

	48
	組織による決定と個別支援計画への記載があるか
	○
	×
	△

	49
	利用者・家族に説明と同意がとられているか
	○
	×
	△

	50
	身体拘束をした記録はとられているか
	○
	×
	△

	合計チック数
	
	
	


